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1　は　じ　め　に

コムギの子実の粗蛋白含量は，土壌・施肥条件によって

変動し，男ボク土では高蛋白化することl・2）や窒素追肥に

よる増大3），リン酸施肥による低下り等が報告されている。

一方，粉色については品種や土壌条件によって変化するこ

と1・2）や粗蛋白含量と負の相関関係にあること℡）が指摘さ

れている。そこで，本報では東北地域の黒ポク土地等にお

いて高蛋白含量の低下及び粉色の改善を図るため，リン酸

及び窒素施肥量が，コムギ9品種の粗蛋白含量及び粉色に

及ぼす影響について検討した。

2　試　験　方　法

試験は，東北農業試験場の圃場（厚層多腐植質多湿黒ボ

ク土）において行われた。供試品種は表1のとおりである。

播種は9月22日に行い，畦幅70cm，播幅12皿，100校／ポ

表1各処理及び品種別の品質成績

とした。リン敢施用処理は，重過リン酸石灰をP205成分

で10，50，100，200kg／10aの4水準，窒素施用処理は，

硫安をN成分で0，6kg／10aの2水準行い，さらに，全

区に硫酸カリウムをK20成分で6kg／10a施肥し，試験は

2反復実施した。製粉は，プラベンダー杜のクオーデラマッ

トジュニアⅡで行い，上位から60％を取り，分析に供試し

た。粗蛋白含量は小麦粉200曙を硫酸一過酸化水素法で分

解後，プラン・ルーペ杜のオートアナライザーで測定した。

粉色は，反射型分光光度計で反射率（R455：白さ，R554：

明るさ，D455－D554：黄色み）を測定した。

3　試験結果及び考察

千位垂及び容積垂は，リン酸施用量の増加にともない減

少した（表1）。60％粉の粗蛋白含量は，リン酸及び窒素

施肥処理ともに主効果が認められなかったが．これら2種

類の処理の間に交互作用が認められ（表1），リン酸10kg
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区では，粗蛋白含量が窒素Okg区に比べ6kg区で低かった

が，リン酸50kg以上の区では逆に窒素6kg区の方が高くな

り，リン酸施肥料が増加するとともにその差は大きくなっ

た（図1）。これは，前報において5）リン酸施肥量が多い

区ほど窒素施肥による増収効果が小さく，窒素施肥の効果

が収量よりも粗蛋白含量に影響したためと考えられた。

また，粗蛋白含量は原粒，60％粉とも品種間に有意差が

認められたが．品種とリン酸及び窒素施用処理との間には

いずれも交互作用が認められなかったことから（表1），

施肥条件の変化は，粗蛋白含量の品種間差異には影響しな

いことが明らかになった。

一方，粉色についてみると，R455及びR554は，9品種

平均ではリン酸50kg区で点も高い値を示し，リン酷施肥虫

がそれ以上増加すると値が低くなる傾向がみられた（表1）。

これに対し，D455－D554はリン酸50kg区で最も低い値を

示した。さらに，R455及びR554では，リン酸施肥量と品

種との間に交互作用が認められ（表1），品種によって

R455及びR554の値が最高となるリン酸の施肥畠が異なっ

ていた。

粉色と粗蛋白含量の関係について全品種を含めて検討す

ると，R455及びR554は，ともに原拉及び60％粉の粗蛋白

含量と負の相関関係にあり，R554ではR455に比べ相関係
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図1リン酸及び窒素施肥量別にみた60％粉粗蛋白含量

表2　原粒及び60％粉の粗蛋白含量と粉色（R455，
R554）との相関係数

品　種
原　　　拉　　　　　　60　％　粉

R455　　　R554　　　R455　　　R554

アオバコムギ　0．466　　－0．351　　0．530●　－0．259

ナンブコムギ　ー0．150　　－0．458　　　0．029　　－0．348

キタカミコムギ　0．157　　－0．142　　　0．325　　－0．292

あきたっこ　　　0．153　　－0．116　　　0．283　　－0．141

コユキコムギ　ー0．565●　－0．667‥　－0．439　　－0．598●

中間母本農6号　0．039　－0．291　　0．085　－0．236
さび系14号　－0．762‥　一0．900日　－0．603●　一0．787‥

さび系27号　－0．519●　－0．660‥　－0．226　－0．415

Atlas66　　－0．129　　－0．694‥　　0．151　－0．498’

全品種　－0．391‥　一0．815‥　－0．376‥　－0．851‥

注．＊及び＊＊は，それぞれ，5％及び1％水準で有意
であることを示す。
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図2　60％粉の粗蛋白含量と粉色（R554）の関係

数が高かった（表2，図2）。また，品種別にみると，コ

ユキコムギ，さび系14号，さび系27号では，R455と原拉又

は60％粉の粗蛋白含量との間に負の相関関係が認められ，

コユキコムギ，さび系14号，さび系27号，Atlas　66では，

R554と粗蛋白含量の間に負の相関関係が認められた。

4　ま　と　め

リン酸増肥が60％の粗蛋白含量に及ぼす影響は窒素施肥

の有無によって変化した。また．粉色を示すR455及び

R554は9品種平均でリン酸50kg区で最も高い値を示した。

粗蛋白含量との粉色の関係は品種によって異なり，粗蛋白

含量が増加するに従って粉色が悪化する品種と，変化がみ

られない品種とに分かれた。
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